
一般社団法人静岡県測量設計業協会 

 第５０４回 理事会議事録 

日 時 平成３０年１０月１７日（水）１３:１５～１４:３０ 

場 所 伊豆修善寺温泉 桂川 菖蒲の間 

出席者（理事）藤山義修、鈴木達美、山村卓道、宮島直久、亀谷寧一 

近藤拓己、小澤和宏、鈴木正明、松井藤雄、望月良明 

（監事）鶴田忠男 

欠席者 無し 

 理事１０名の全員が出席し、定款第３２条第１項による定足数に達している。 

議 長 定款第３１条第１項の規定により、藤山義修会長が議長となる。 

 

議事経過の概要とその結果 

議題１．平成３０年度社長研修会について 

 望月事務局長からこの後行われる社長研修会の資料に基づき、役割分担等の

説明があり、理事会はこれを了承した。 

議題２．（一社）静岡県測量設計業協会会員向け BCP 手引きについて  

望月事務局長から作成した手引き（案）の説明が行われ、今後理事会・災

害対策委員会で検討し会員に配布していくことで、理事会は了承した。 

議題３．「静測協２０１９新年号」「会員名簿」について（進捗等）  

望月事務局長から新年号の表紙の写真について、測量の日関連活動に変更

する提案があり、理事会はこれを了承した。 

また、会員名簿についても、静岡県交通基盤部建設技術課から了解を得た

「静岡県電算帳票作成業務委託」と「静岡県土木積算 S・E制度」の掲載を理

事会は承認した。 

議題４．平成３０年度静測協業務執行報告（１０月）について 

望月事務局長から定款第２２条第５項に基づく業務執行報告（４月～１０

月）があり、理事会は承認した。 

議題５．㈱建通新聞社静岡支局による人材確保緊急対策事業の進め方  

望月事務局長が、㈱建通新聞社による今後の作業の協力を理事会に求めた

ところ、理事会は受託者がもっと作業をこなし、明確に説明する必要がある

として、事務局長から申し入れることを指示した。 

議題６．静測協のホームページについて（第４回） 

 望月事務局長から現在の HPのアクセス数が分からないこと、会員以外の利

用者が多くないこと、担当する事務局員の職務の軽減が図られていること、



現在人材確保の小冊子・動画を作成していて、この利用度を見極めてからで

も遅くないとの説明があり、理事会はホームページを今年度委託しないこと

を了承した。 

報 告 

１．「土木積算 S・E」選定後期講習会・修了試験(１０月１９日あざれあ) 

望月事務局長から、前期講習会は５７名参加したことと、引き続き調査委

員会の運営協力をお願いした。 

２．「新技術交流イベント２０１９in静岡」（１０月２５日グランシップ） 

静岡県交通基盤部建設技術企画課主催で参加依頼があることを報告した。 

３．インフラメンテナンス国民会議中部フォーラム第３回会議（１０月２５日グランシップ） 

望月事務局長から同じ日の会場で行われること、藤山義修会長から補足説

明が行われた。 

４．静岡県交通基盤部優良業務委託表彰式（１０月２６日クリエート浜松）  

藤山会長の出席が求められていることと、当日の受付に藤下事務員を派遣

することを望月事務局長が報告した。 

５．第２２回県農地技術研究発表会（１１月７日あざれあ１０時～１６時１０分） 

望月事務局長が、開催内容を説明した。 

６．静岡県交通基盤部技術発表会（１１月８日あざれあ１０時～１６時）  

望月事務局長が、開催内容を説明した。 

７．「静岡県建設産業の主張２０１８」（１１月２７日グランシップ１３時半から） 

静測協からは望月事務局長が出席すると説明した。 

 

以上の議事が正確であることを証するため、定款第３３条第２項の規程によ

り、出席した会長及び監事が記名押印する。 

 

    平成３０年１１月３０日 

 

会 長 

               代表理事     藤 山 義 修  ㊞ 

 

 

監  事   鶴 田 忠 男  ㊞ 


